
研究の概要 

１ 研究主題 

 自ら学び続ける子どもの育成  

～一人一人が知識を働かせ，思いをつなぐ子どもをめざして～ 

 

２ 主題設定の理由 

令和６年度から，多様化する一人一人の子どもについて指導者がより理解を深め，個性を尊重して支援・

指導に取り組むことにより，子ども達の資質や能力を一層伸ばすことができるのではないかという考えの

もと研究を進めている。 

令和７年度については，豊田小学校の子ども一人一人を大切にし，子ども達が安心してのびのびと学ぶ

ことができるようにする「個別最適な学び」に重点を置き，知識や考えを仲間とつなぎ合いながら深めて

いく「協働的な学び」と関わらせながら，各教科で研究を進めてきた。特に，研究主題のサブテーマ【一

人一人が知識を働かせる姿】【思いをつなぐ子どもの姿】の具現化をめざして，研究を深めてきた。 

 

３ 研究の重点について 

令和７年度の研究より，【一人一人が知識を働かせている姿】については，○○(人・もの・こと)につ

いての捉えを更新していく場面で見られた。また，【思いをつないでいる姿】については，子どもにとっ

て，心が動いた場面で思いがつながる様子が見られた。また，縦(時間)と横(周囲)のつながりがたくさん

見られた。 

そこで，令和８年度については，【自ら学び続ける子ども】という原点に立ち返り，【自らまなびを立ち

上げる子どもの姿を見出していく】という重点で研究を深めていく。 

 

〇自らまなびを立ち上げる子どもの姿を見出していく 

 【自らまなびを立ち上げる子どもの姿】は学習の中で，次のような場面が考えられる。 

 

 

 

 

 

子ども達が，主体的に学びに向かうことができれば，【自らまなびを立ち上げ】ていくことができると

考える。そのためにも，子どもの個性や，学習の単元や場面ごとに子ども達一人一人の思考の段階につい

て指導者が理解し，個別最適な学びとはなにか，どのような手立てがあるのかを考えて教材研究を行う。

子ども達の疑問や願いから学習をスタートし，学習計画の見通しを共有することで，必要感をもって主体

的に学びをつくっていけるようにする。 

また，思いをつなぐ(縦，横)ことで，考えを広げたり深めたりすることができるようにする。これまで

の研究【一人一人が知識を働かせる姿】【思いをつないでいる姿】をベースにした上で，子ども達一人一

人が，感じ・考え・実感を伴いながら，【自らまなびを立ち上げていく姿】を我々教員が見出していくよ

うにする。 

 

４ 研究方法について 

（１）チームとして授業研究と実践に取り組む 

・自分事として，捉える時(～したい！) 

・心が動く「ドキドキ・わくわく」の瞬間  ・学習材と出会った時 

・アウトプットをする時           ・できない，上手くいかない時 

・本時の学習を振り返った時         



  ① 学習する単元において，【自らまなびを立ち上げていく姿】について，指導者が期待する姿，そ

の姿を引き出す手立てを指導案に明記して検証し，変容した子どもの姿や子どもの育ちを評価し授

業改善に生かす。 

  ② 【上学年部】，【下学年部】，【特別支援部】で，それぞれ１授業を公開する。助言者を招聘し，

教科の専門性や，子どもや学級全体の変容に焦点を当てて，指導助言していただく。その他の授業

については，校内のみでの公開授業とする。 

・授業者以外は，サポートに回る。 

・【特別支援部】についての事前研，事後研は，該当児童の交流学級担任も参加する。 

 

（２）研究の具体的な進め方 

  ① 指導案の作成…今年度の重点について，期待する姿とその手立てをまとめる。 

  ② 全校授業研究会について 

事前研（推進委員＋該当学年部）…研究の重点に沿った学習かを検討する。 

     授業研究会…研究推進委員で役割分担し，子どもの姿を写真で記録する。 

事後研…今年度の重点について，助言者より指導助言をいただく。 

③ 授業公開について 

事前研（該当学年部）…研究の重点に沿った学習かを検討する。 

     授業公開…学年部で子どもの姿を写真で記録する。 

     事後研…今年度の重点について，参観者で振り返る。 

  ④ 事後研だよりの発行…事後研後，授業者が協議内容と指導助言をまとめ，単元終了後，全員に配

付する。 

  ⑤ 研究紀要…自分の実践（学習指導案と事後研だより）をまとめる。校内研究として全体で振り返

り，次年度の研究へとつなげていく。令和８年度より，データで保存する。 

５ 研究組織について 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究計画について 

月  日 主な活動内容 

 ４／ ６（月） 第１回 研究全体会  今年度の校内研究について 

 ６／ １（月） 外国語活動研修会 山形大学地域教育文化学部 

教授 佐藤 博晴 様 

 ７／１４（火） 第１回 授業研究会 

授業者：鈴木 泰佐（２年：算数） 

 

１０／２７（火） 第２回 授業研究会 

授業者：沼澤 航太（５年：国語） 

山形大学大学院教育実践研究科 

教授 三浦 登志一 様 

特支部会 

白田・信田 

下学年部会 

大木・鈴木・阿部 

上学年部会 

國井・沼澤・土田 

研究推進委員会 
 

校  長 

教   頭 

全体研究会 

研究推進委員 

 校長，教頭，学習指導部長，研究主任 



１２／ １（月） 第３回 授業研究会 

授業者：信田 皓輝（３・５年：自立活動） 

山形大学大学院教育実践研究科 

教授 三浦 登志一 様 

 １／２５（月） 第２回 研究全体会  今年度の振り返り，来年度の研究の見通しについて 

 ３月 研究紀要は発行せず，データにて保存 

※研究推進委員会は随時行う。 

 

７ 研究全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知
識
を
更
新 

概念的知識の獲得 

 ○思 学習したことで、 

考えが広がったり、深まったりした。 

○知 情報を 収集する 

分類する 

比べる 

関連付ける 

選択する 

○知 経験や既習を生かす。 

   調理、図工の作品 

○知 本物に触れる。 

  見学する、体験する 

 ○思〇〇について探究して、 

□□を成功させたい。 

 

 ○思 ぼくは、○○と思うけど、友だち

は、どう考えてるんだろう。 

 

 ○思 学んだことを生かして、 

こんなのを作ったよ。 

 

 ○思 うまくいかなかったから、

もう一回調べたい。 

 

R8学校教育目標 ふるさとのよさを感じ  

学びと心を豊かにし続ける子どもの育成 
〈地域での学びを楽しむ子ども〉 
〈感性を高め、心を豊かにする子ども〉 
〈仲間と学びをつくる喜びを感じ、学びの価値を感じる子ども〉 
〈健康で安全な生活をつくる子ども〉 

 

研究主題  自ら学び続ける子どもの育成 
～一人一人が知識を働かせ、思いをつなぐ子どもをめざして～ 

感じ・考え・実感 

個別最適な学び 

協働的な学び 

親和的な学級経営 

できるタイム 

アクションプラン 

・単元計画 ・並行読書 

・全文掲示、全文シート等 

○学 心が動く 

「ドキドキ・わくわく」 
○学 どうしたら、 

うまくいくだろう？ 
○学 コツや、ポイントは？ 

○学 どうして、○○と思ったんだろう？ 

○学 この次は、○○なことを学習したいな。 

○学 ○○くんと、 

同じところや違うところは、何だろう？ 

【下支えとなるもの】 

・特別支援教育力，児童理解力を高める 

  （UDの視点 Q-Uの実施と活用 子どもを語る会） 

・児童の相互理解力を育てる 

  (話し合い活動の活性化 たてわり班活動の充実 道徳教育の推進) 

【とよっ子の思い・願い】 

・協力して仲よく学ぶ 

・考えをもって意見を出し合う 

・メリハリのある学習 

(集中，話を聞く，みんなと関わる) 

みんなちがって 

    みんないい      


